
 

 

  
 
 

千葉大学医学部では、令和 6年 7月 1日（月）、医学部棟（医学系総合研究棟）3F アクティブ・

ラーニング・スペース「未来と創造」にて、令和 6 年第 2 回アスパイア・プロジェクト報告会が実

施され、医学部6年次生がスライドにより各々の成果報告を行いました。 

 

アスパイア・プロジェクトとは、カリキュラム上、臨床実習が行われている期間において、個人毎

に設定された 8 週の間に行う主体的活動のことを指します。この期間中は通常の臨床実習には参加

しない為、学生は皆、比較的自由に時間を使う事ができるこの期間中に、自らのキャリア形成や能力

向上を目的とした活動計画を自由に立案し、実施・振り返りを行うことで、医学・医療に携わる者と

してのプロフェッショナリズム等を向上させることができます。 

 

今回は既にアスパイア・プロジェクト期間が終了している 41名の学生

が発表しましたが、検定を取得した方、国内外の多様な医療現場に参加

した方など内容は多岐に渡り、会場は大いに盛り上がりました。 

発表が終了したのちには、医学部の教員による厳正なる採点が行わ

れ、その結果、最優秀賞として 1名、優秀賞として 2名が以下の通り選

ばれました‼ 

 本報告会は、引き続き第 3回が 10/21（月）に開催される予定です。 

 

＊表彰状授与者 発表テーマ 

 

・最優秀賞：小口 真司さん（写真中央） 

「小児睡眠研究の学会発表と論文化 小児大規模コホー

ト研究の解析」 

 

・優秀賞：田中 御都さん（写真右） 

「隠岐島前における離島医療を体験して」 

 

・優秀賞：大辻 琉加さん（写真左） 

「希少肺疾患についての症例発表および論文執筆」 

アスパイア・プロジェクト報告会が実施されました。 
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